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永井柳太郎は，戦前期に活躍した石川県関係の代表的な政治家のひとりで
ある。その評価は様々になされているが，小論では彼が政治家に転身する直
前における思想状況を検討することを課題としている。あわせて，永井に関
して従来評価される機会の少なかった部分とそれに関する資料の発掘をおこ
ないたい(1)。そこでまず，1920年代初頭までの永井の略歴を簡単に見ておく
ことにしよう。
永井柳太郎は1881年（明治14）４月16日，教師であった永井登の長男とし
て，石'１|県金沢市で誕生した。石''|県尋常中学校（後の金沢第一中学校）に
進学したが、父の転勤によって京都府下に移り住んだ。－時，同志社．関西
学院に籍を置いた後，上京して開学まもない早稲田大学に学んだ。この早稲
田時代に若き大山郁夫と接し，大隈重信の影騨を受け，安部磯雄の知遇を得
て社会問題・労働問題への眼を開いた。そして日露戦後の３年間，オックス
フォード大学に留学し，社会政策・植民政策を学び、また当時イギリスで嘘
')上がってきた労働連､1１，社会主義思想にふれた。さらに，欧米の帝国主義
と植民地政策を目のあたりにし，「有色民族の解放を決意｣(2)したのもこの留
－２７－
金沢大学継済論集２７号１９９０．３
学時代であったという。
1909年（明補42）１０月に帰国したが，大隈はただちに永井を早稲田大学教
授として迎え,社会政策と植民政策の講義を狐当させた｡社会政策は安部磯雄
が担当していたが，同織座に安部は快く招じ入れ，水井もその好意に応えて
｢欧),ﾄ|妓新の知識を傾け｣．そのｒ清新溢るる講義ぶり」とｒ朗々たる演説口
調は，忽ち全学生を魅惑」(3)したという。この時の繊義録のひとつが，後に
検討する『植民原論』（巌松堂書店1921年刊）である。
水井は大隈重信を日本のグラッドストーンと認識し，「大教育家・大政摘
家」と評して尊敬したが，大隈も永井の才能に期待を寄せていた。また，ｌｉｈｊ
者は相似ているところが多く，永井を｢小火隈｣と形容する新聞も当時はあっ
たほどである｡大隈は?刊山腸より月刊総合灘誌｢新日本』（1911年４月創刊)を
発刊し”廃刊時(1918年)まで毎号のように巻mnii論文を執筆して思想啓蒙を試
みたが，その主筆兼編集踵に充てたのが水井であった。永井も大隈ほどのfiii
ではなかったが独自の論陣を張り，そのなかにいくつか後に見るような興味
深い杣民政策・植民論を展開している。
ところで，1914年（大正３）は，大隈・永井のふたりにとって大きな転機
となる年であった。シーメンス事件によって大隈内'３１が誕生し，永井はそれ
を陰からバックアップしながら政猜家への意欲を燃え上がらせたのであった。
そして第一次大戦の岐中の翌1915年３月の衆議院選挙においては，金沢市で
有名な中僑徳五郎・横山章の一騎討ちが戦われた。永井は大隈の命を受け，
横山の応援に20年ぶりに金沢に帰った。しかし，横llIは僅少差で破れて退い
たため，その後を永井が3|き継ぎ，大隈が凶illiに倒れた後の1917年(大正６）
衆議院選挙に際しては，語り種になっている「来たり，見たI)，敗れたり」
の感謝演説を行って金沢での大人気を博した。そうしたなかで金沢立憩青年
会が組織され，永井もその活動を支持し、欧米に学んだ普通選挙実現を主強
した。
石Ⅱ|県での政ifiiiiIijliljは耕実に進んだが，しかし，東京において永井は急速
に足場を失った。その年の後半の早稲田麟動に巻き込まれて早稲田大学を追
われ，さらに『新日本」主筆の座も永井は失ってしまったのである。そうし
た窮地の中で，1918年（大正７）６月，約１年IHIに及ぶ第２の外遊に発つが
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その間日本は「シベリア出兵」とその直後の米騒動という大事件に遭遇した。
この失意と日本の激動の直前の時期に，永井は後に紹介する「西伯利論」と
いう論文を発表している。
欧米視察によって心機一転をはかった永井柳太郎は，帰国後勇躍して金沢
を訪れ，誕生したばかりの石川県立憲青年党を舞台に政治活動をすすめた。
そして'920年（大正９）５月の衆議院選挙で，晴れて代議士に当選した。そ
の直後に憲政会に入党し，同７月，はじめて衆議院の壇上から原政友会内閣
を攻撃する演説をおこなった。演説中「西にレーニン，束に原敬あり」との
言葉から５日間の登院停止処分をうけたが，この演説は政府・軍部の「シベ
リア出兵」政策の批判からはじめている。
以上が衆議院議員として活動を開始するまでの永井柳太郎の略歴であるが，
このなかから永井の思想はすくなくとも次の３点を基礎としていると判断で
きる。第１は社会政策を専門とし，社会・労働問題に関心を寄せていること，
第２はこれも専門として，植民政策と植民問題について発言していること，
第３は普通選挙実現について積極的であることである。小論では第２の点に
ついて，若干の検討を試みようとしている。永井は十五年戦争下,拓務大臣・
大政翼賛会東亜局長を務めるなど，大東亜新秩序論者に変貌したことはよく
知られている。今は評価はしないが，そうした後半生と比較するのに，第２
の点，すなわち永井のそもそもの植民政策論・植民論がどのような内容・水
準であったかを確定しておく必要があると考えるからである。
Ｉ永井の『植民原論』
略歴で述べた順序で．，まず永井柳太郎の『植民原論』を取り上げる。出版
された時期は1921年（大正10）とすこしおそいが，内容から考えて早稲田大
学教授時代の講義録とみてさしつかえない。まず目次を開いて見ると次のよ
うな内容である｡少し機械的に並べるが第１章植民学ノ発生及上発達,第２章
植民ノ意義,第３章植民ノ目的,第４章植民ノ利害,第１節移住ノ効果,第２節
植民地貿易ノ価値,第３節通商根拠地ノ必要，第４節植民地ノ原料供給力,第
５節放資地トシテノ価値，第５章植民地ノ分類，第６章植民地ノ創設，第７
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章本国二於ケル統綺機関，第８章植民地二於ケル統治機関及上其原則，第１
節直轄主義，第２節自治主義，第３節同化主義，第４節委任統治主義，第９
章土人及上土地政策ノ根本観念，第１o章財政政策ノ根本観念，第11章植民教
育ノ必要及上其機関といったものとなる。章節の組み立てと論述の手順,300
頁の分量ともいかにも教科書的である。
ここに示された永井の植民政策・植民論について，詳細な検討をおこなう
余裕はないので，その主要な論点と特徴的な主張をいくつか摘出するにとど
める.
まず第２．３章の述べるところを見てみよう。永井は植民の意義として｢国
民ノ部分的移住ト統治権ノ拡張」(4)と簡潔に定義する。そして前者を「植民
ハー定ノ国家ヲ組織セル人民カソノ本来ノ領域外二発展シ本国二対スル従属
ノ関係ヲ失フコトナク，ソノ生活ヲ営マムトスル運動ノー種」(5)と説明し，
後者については植民と単なる移住とを区別することを主張し，「本国ノ物質
的及上精神的文明」を移植し，当地の「富源ヲ開発」するためには「統治権
ノ行使」（6)は当然必要あるとした。そしてやや繰り返しになるが，植民とは
「国民ノー部ガソノ本国ノ外部二移住シ，本国ノ統治権二従属シ，本国トノ
文化的目的ヲ同フスル新社会ヲ建設スルコトヲ意味」(7)すると明快に定義し
ている。
次に植民の目的を論ずるところに目を移すと，国家の目的の理解をつうじ
て植民的活動の目的を説明するという方法をとっている。すなわち永井によ
ると国家は３つの目的を有しているとされ，それは「国民ノ生存ヲ保証シ，
社会ノ秩序ヲ維持スルコト」「国民ノ生活ヲ改善スルノ要件ヲ具備シ，ソノ
利福ヲ増進スルコト」「世界ノ文化ヲ進〆，人類ノ幸福二貢献スルコト」（８）
であると指摘する。前二者を国家の政治的・経済的目的として本国と植民国
民のための植民的活動の目的と共通するが，それらを「ノミ主トスベキニア
ラズ」と強調し，「人道的及上文化的目的ヲ重ンスベク」(9)と説くのである。
評価は別としてこれもきわめてわかりやすい定義である。加えて「今ヤー国
又ハー民族力単二自己ノ利益ノタメ恐二他国又ハ他民族ヲ征服シ,且ツ之ヲ支
配セントスルカ如キハ，国際正義ノ許サザルトコロトナレリ」という永井の
見解は，一睡の帝国主義批判て･あり、この時点でのひとつの見識を示してい
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